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（平）と省略表記する。なお、表中の月日の表記は数字のみで略記する。［例］1 月 1 日は
































                                                   
1 福田清人・山主敏子編『日本児童文芸史』三省堂、1983 年、126-128 頁を参照。 






























































1923（大 12）年 6 月、金子テルは「金子みすゞ」5というペンネームで童謡を書き始め、
『赤い鳥』に次いで創刊された童話童謡雑誌『童話』『婦人倶楽部』『婦人画報』『金の星』
に投稿した。この年、これら 4 誌全ての 9 月号にみすゞの投稿した 5 編の作品6が一斉に掲
載された。以降 1929（昭和 4）年まで、みすゞは次々と作品を投稿し、掲載の度に注目を










































                                                   
7 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、17 頁を参照。 






第一童謡集『美しい町』1923-1924 年、172 編、 
第二童謡集『空のかあさま』1924-1925 年、178 編、 












                                                   
9 同上、27 頁を参照。 
10 大きな影響を引き起こすことができなかったが、矢崎以前にみすゞを再発見した人物も
いたという。長周新聞（本社は下関市、1955 年 4 月創刊）によると、かつて長周新聞の主
幹であった福田正義（1911-2001）が矢崎をはるかに遡る 1937（昭 12）年、雑誌『話の関
門』の中で金子みすゞの生涯と作品を紹介したとしている。「金子みすゞ――『話の関門』
を探し出そう」（『長周新聞』の記事、2016 年 5 月 3 日）に記述がある。矢崎ではなく福田
を第一発見者と主張する趣旨の記事である。 
 また、福田本人は、『展望前後――戦前の斗い』（長周新聞社、2002 年、45-47 頁）にお









































                                                   
11 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、10 頁。 
12 同上、9 頁。 





14 佐藤義美編『大正昭和初期・名作 24 人選――どうよう』チャイルド本社、1969 年、52
頁。 
15 西村祐美子「金子みすゞの生涯」、湯原公浩編・矢崎節夫監修『別冊太陽――日本の心』


















いたのだった。       











                                                   
16 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、12 頁、及び、草場睦弘「金子みすゞ甦りまでの軌
跡」『別冊太陽――日本のこころ』、141 頁を参照。 
17 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、11 頁。 














してついに 1982年 6月 20日、みすゞ自筆の三冊の手書き童謡集を手にすることができた。
みすゞ自身が弟に托した副本がそれだったのである。 
ようやく入手したこの三冊の遺稿集をもとに矢崎が監修し 1984（昭 59）年 2 月、『金子






1984 年 2 月の矢崎による金子みすゞ全集 3 巻の出版に先立って、当時朝日新聞の記者だ
った河谷史夫（1945 年生まれ、早稲田大学卒業後、1970 年に朝日新聞社入社）が、みすゞ
の詩の発見の経緯を矢崎より聞き、「よみがえる幻の童謡詩人」、「大正時代の“若き巨星”
金子みすゞ」、「半世紀ぶり全作品を発見」と題して 1983（昭 58）年 12 月 14 日付新聞に
記事を掲載した（掲載記事について、以下の【図 2】を参照のこと）。これが、翌年の全集
刊行への助走となった。 
                                                   
20 矢崎節夫『金子みすゞノート』JULA 出版局、1984 年、72 頁を参照。 
9 
【図 2】「よみがえる幻の童謡詩人、大正時代の“若き巨星”金子みすゞ、半世紀ぶり全作












                                                   
21 例えば、その主なイベントは次の通りである。 
1984（昭 59） 詩碑「露」の設立。絵入りはがき発売。 
1985（昭 60） 童謡コンサート開催。ながとふるさとまつりで「みすゞ資料展」開催。
みすゞのうたのカセットテープ発売。 





矢崎の業績とみすゞの詩集が、1993（平 5）年 4 月に、毎日新聞の書評欄と朝日新聞の
「天声人語」欄に取り上げられた。12 月には毎日新聞が「それから――金子みすゞの恋人
たち」と題する記事を 5 日間にわたって連載した。また、1994（平 6）年 4 月には『プレ
ジデント』『詩とメルヘン』に、5 月には『週刊女性』にも記事が載った。この伝記や新聞
連載記事を土台にして、テレビがみすゞの生涯や、その詩を放映した。1994（平 6）年、








教科 出版社 学年 収録詩 
国語 
光村図書 3 上 「わたしと小鳥とすずと」 
東京書籍 4 上 「ふしぎ」 
学校図書 5 上 「わたしと小鳥とすずと｣ 
教育出版 5 下 「わたしと小鳥とすずと｣「大漁」「露」 
道徳 大阪書籍 6 「わたしと小鳥とすずと｣ 
【表 1】小学校国語教科書に採択されたみすゞ作品の一覧 
 
21 世紀に入ってから、2001（平 13）年 7 月には映画「みすゞ」完成試写会が長門市と
下関市で開かれる。同年 8 月 27 日、TBS 創立 50 周年記念番組「明るいほうへ明るいほう
へ」が放映され、みすゞの作品や薄幸と言われる生涯が全国的に紹介された。さらに 2003
（平 15）年 4 月 11 日には、みすゞの生誕 100 年を記念して長門市仙崎に市立｢金子みすゞ
                                                                                                                                                     
1988（昭 63） みすゞとのふれあい「仙崎八景めぐり」大会。 




1992（平 4） 金子みすゞ記念館開館。 
1994（平 5） 仙崎にみすゞ公園建設。仙崎駅に「みすゞ館」オープン。 
『別冊太陽――日本のこころ』、156-157 頁、及び、西口徹編『金子みすゞ――魂の詩人』
（増補新版）KAWADE 夢ムック文藝別冊、河出書房新社、2011 年、234-235 頁より参照
した。 
11 




とりわけ、2011（平 23）年の東日本大震災直後には、テレビ CM が自粛される中で、み



























                                                   
22「捕らえた鯨を弔う思い」『読売新聞』2013 年 1 月 6 日、2 面。 






























そういった特徴が、2011（平 23）年の大震災後に AC の CM として作品が繰り返し放映
されることによって、さらに一般の読者や視聴者の中にも広まっていった。 
                                                   
24 矢崎節夫「「みすゞのコスモス」へどうぞ」、矢崎節夫他著『ことばの花束――金子みすゞ








26 片岡鶴太郎「原始的な人間の肉声を詩で表す」『ことばの花束』、104 頁。 
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科学部文化環境研究会、2011 年、24-35 頁。 
29 寺本弓江「金子みすゞ論」『熊本県立大学国文研究』第 42 号、熊本女子大学国文談話会、
1997 年、76-87 頁。 
30 同上、81 頁。 
31 同上、83 頁。 
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学会、2002 年、38-49 頁。 
34 同上、39 頁。 
35 同上、39-40 頁を参照。 
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正時代に入った 2 年後にヨーロッパを中心とした第一次世界大戦（1914（大 3）年 7 月-1919


















































































































第 1 章 大正期の童謡運動とその背景 
第 1 節 はじめに 
1918（大 7）年 7 月、夏目漱石の弟子で、小説「千鳥」（『ホトトギス』、1906（明 39）















三重吉は 1916（大 5）年 12 月に童話集『湖水の女』（春陽堂）を出版し、翌年 4 月から




























第 2 節 『赤い鳥』創刊に至る社会的背景 
1. 新中流階級層の出現と児童への注目 
大正時代は、1912（大元）年 7 月 30 日から 1926（大 15）年 12 月 25 日までの 15 年間
である。大正時代に入った 2 年後にヨーロッパを中心とした第一次世界大戦（1914（大 3）





                                                   
2 中村隆英「第一次世界大戦下の日本経済――もう一つの高度成長」、野上毅編『朝日百科
日本の歴史 11――近代 II』朝日新聞社、1989 年、26₋27 頁を参照。 

















7.10 東京・有楽町に初のタクシー会社設立。T 型フォード 6 台で営業開始。 
9.10 日本活動写真会社（日活）設立。映画会社の始まり。 
1913（大 2）年 






1.1 大阪市立動物園開園。動物 60 種以上 230 点を展示。 
10.11『大阪毎日新聞』、『大阪朝日新聞』が夕刊発行。 
1916（大 5）年 
1.―男の子向けの新しいおもちゃとして「球入れ競争器」（30 銭）、「雷音」（55 銭）などが登場。 
※東京・浅草が丁稚や学生などの歓楽街として人気。一流館で 20 銭の映画が、浅草では割引で 7 銭、













1.12 大阪・豊中グラウンドで第 1 回全国蹴球（サッカー）大会が開催。 
春―地方の好景気のため、女工の結婚退社が増加。 
                                                   
4 春日豊「財閥の確立と展開」『朝日百科日本の歴史 11』、68-69 頁を参照。 
5 この表は、下川耿史編『近代子ども史年表――1868-1926 明治・大正編』河出書房新社、













11.1 小林一三が阪急電鉄梅田駅の新築事務館の 3 階を食堂、1 階のうち 55 坪を白木屋に貸して食料品、
日用雑貨を販売。ターミナルデパートの始まり。 






11.19 東京・駒場で第 1 回全日本バスケットボール及びバレーボール選手権大会が開催。 
11.26 東京・日比谷公園で第 1 回全国蹴球選手権大会を開催。 




8.―列車ボーイの募集条件は年齢 17-19 歳、学歴は小学校卒業程度。小店員の経験者歓迎、月収 50 円。 
9.―東京で幼児が甘えるように「ママーッ」と声を出す人形が登場。大きさ 30cm 余、男の子 15 円、女
の子 27 円。女の子は横にすると目を閉じて眠る仕組みになっていた。 




















50 円。3.20、68 人採用。 






12.―日本の自動車製造数は 3 万 4 千台、国民 2 千人当たり 1 台の割合。 
1926（大 15）年 













































1886（明 19）年 3 月から 4 月にかけて、旧制の小学校に関する基本事項を規定した「学
                                                   
6 小山『子どもたちの近代』、154-156 頁を参照。 
7 小山『子どもたちの近代』、156 頁を参照。 
8 加藤理『「児童文化」の誕生と展開――大正自由教育時代の子どもの生活と文化』港の人、
2015 年、147 頁を参照。 
9 小田切正「大正期における授業改造」、細谷俊夫編『教育学全集 4――教授と学習』（第 6
版）小学館、1971（初版 1968）年、60–63 頁を参照。 
10 同上。 
11 同上、70 頁。 
28 
校令」が公布され、さらに 1907（明 40）年にこの法令が改正され、義務教育年限が 6 年と
なる。1908（明 41）年 10 月に、桂内閣は「戊申詔書」を発布して、各学校に配布し、天
皇制国家における国民道徳の方向を示した。1910（明 43）年の国定教科書の全面改訂によ
り、各教科内容に国体思想が貫徹された。同年に「大逆事件」12が起こり、翌 1911（明 44）
















じて時間の延長などをした。また、彼らは、1919（大 8）年 9 月に文芸誌『地上』を創刊
し、そこに子どもが書いた作品も掲載するなどして、自らの個性を教育実践の中でも強烈に
貫こうとした16。 
このような状況を背景に、1917（大 6）年 10 月に文部省により臨時教育会議が開催され
るようになり、1919（大 8）年 3 月までに合計 30 回の総会・83 回の主査委員会を開催、
新しい時代の要請に対応して教育制度改革の具体策を打ち出した17。しかし、その結語にお




ら 24 名の社会主義者が死刑の判決を受け、13 名は無期刑に減刑されたが、幸徳ら 11 名は
絞首台に上らされた。 
13 中野光『大正デモクラシーと教育――1920 年代の教育』新評論、1990（初版 1977）年、
20 頁、及び塩田庄兵衛・ 渡辺順三編『秘録大逆事件・上』春秋社、1959 年、65-68 頁を
参照。 
14 色川大吉『明治の文化』岩波書店、1970 年、334 頁。 
15 中野『大正デモクラシーと教育』、20-21 頁を参照。 


































                                                                                                                                                     
可・「義務教育費国庫負担法」の成立などがあることを指摘している。 
18 建議第二（大 8 年 1 月 17 日）「教育ノ効果ヲ完カラシムヘキ一般施設ニ関スル建議」、海
後宗臣『臨時教育会議の研究』東京大学出版会、1960 年、959-965 頁を参照。 
19 生江義男編『教科教育百年史』建帛社、1985 年、149 頁、及び林直美「日本の教育思想
と学校の歴史③――大正新教育運動の展開」、田中智志・橋本美保『教育の理念・歴史』一
藝社、2013 年、160 頁を参照した。 
20 この表は、中野光「教育における統制と自由」、土屋忠雄編『教育学全集 3――近代教育
史』小学館、1968 年、125-132 頁、中野『大正自由教育の研究』、81-97 及び 269 頁を参照
して作成したものである。 
30 
創立年 学校名 創立の功労者 
1912（大元）年 帝国小学校（東京） 西山哲次 
1912（大元）年 成蹊実務学校（東京） 中村春二 
1914（大 3）年 豊明小学校（東京） 河野清丸 
1917（大 6）年 成城小学校（東京） 澤柳政太郎 
1921（大 10）年 自由学園（東京） 羽仁もと子 
1924（大 13）年 明星学園（東京） 赤井米吉 







澤柳の教育課程に関する全般的な改造として、例えば、尋常 1 年から 3 年まで修身を全















                                                   
21 生江『教科教育百年史』、150 頁を参照。 
22 小田切正「大正期における授業改善」『教育学全集 4』、73 頁。 












年 12 月に「日本自由教育協会」を結成し、翌 1921（大 10）年 1 月に雑誌『芸術自由教育』
を創刊した26。この雑誌をもって彼らは従来の学校教育を批判し、芸術の力で、自然と直接
向かい合う、自由に創造できる人間をつくろうとする主意に基づく主張をした。同誌 1921

















                                                   




版、1989 年、231-254 頁）を参照することができる。 






































                                                   
28 山住正己『子どもの歌を語る――唱歌と童謡』岩波書店、1994 年、109-111 頁を参照。 
29 同上、109-111 頁を参照。 
30 長山靖生・成田龍一「大正の社会と文化を語る」、毎日新聞社編『大正という時代――「100
年前」に日本の今を探る』毎日新聞社、2012 年、152-154 頁を参照。 


































                                                   


























大正 7 年 赤い鳥、幼女の花、世界少年 
大正 8 年 お伽幼年、おとぎの世界、小学少年、こども雑誌、小学男性、小学女性、 
金の船、小鳩、茨城少年、小学少女 
大正 9 年 少年少女譚海、童話、女学生、木馬、おはなし、まなびの友 
大正 10 年 白鳩、とんぼ、幼女ゑ雑誌、少年王、小鳥の家、樫の実、おてんとさん、 
童謡童話、小学生、児童の友、宝の山、児童の心、児童の世紀、伸びて行
く、芸術自由教育、かなりや 
大正 11 年 童謡、コドモノクニ、オヒサマ、商学園、金の鳥、金の星（6 月『金の船』 
が改題）、少女の花、少年少女文庫、たんぽぽ、童話研究、めばえ、令女界、 
小学五年生、小学六年生、幼年知識、女性、詩と音楽 
大正 12 年 少女倶楽部、お月さん、木兎、ミソラ、コドモアサヒ、ペンペン草、シャ 
                                                   
34「編輯室」『芸術自由教育』1921 年 8 月号、56 頁。 
35 小田切「大正期における授業改造」『教育学全集 4』、70 頁。 
35 
ボン玉、童詩、少女倶楽部、セウガク一年生、セウガク二年生、芸術教育 
大正 13 年 童話時代、童謡芸術、童謡春秋、子供の科学、小学三年生、鈴蘭の花、仏 
教童話と童謡、婦人と子供、日光 
大正 14 年 小学二年生、曼殊沙華、小学一年生、新興童話、紅雀、姉妹之友 
























                                                   


































年 1 月 10 日に三重吉が白秋に宛てた手紙を確認すると43、文面から白秋との繋がりが既に
                                                   
38『高村光太郎全集第 8 巻』筑摩書房、1958 年、45 頁より引用した。 
39 白秋は、1911（明 44）年刊行の『思ひ出』（東雲堂書店）の巻頭の 11 編の詩に「骨牌の
女王」と題し「童謡」と注記している。しかしこれは「幼時の思い出の歌」という意味で、
「子どもの歌」という意味の「童謡」ではない。 
40 木俣修「『赤い鳥』と北原白秋」『赤い鳥研究』、170 頁。 
41 畑中圭一『童謡論の系譜』東京書籍、1990 年、128 頁。 










 一方、露風は 1918（大 7）年 5 月に三重吉から受けた童謡の選の依頼を断ったが、しば
らくの間『赤い鳥』に作品を寄せた。翌 1919（大 8）年 7 月に『こども雑誌』の、1921（大


























                                                                                                                                                     
俣「『赤い鳥』と北原白秋」『赤い鳥研究』、171-72 頁より引用した）。 
44 藤田『日本童謡史』、16 頁。 
45 大木雄二「『こども雑誌』について」、千葉省三他編『新選日本児童文学 1――大正編』 
小峰書店、1959 年、353-354 頁。 
46 西條八十『現代童謡講話』新潮社、1924 年、10 頁。 
47 西條八十「唄の自叙伝」『西條八十全集第 17 巻』国書刊行、2007 年、14-15 頁を参照。 
48 西條嫩子『父西條八十』中央公論社、1978 年、44 頁。 
38 
名称を『赤い鳥』において使用することを決断したというが49、「童謡」という文字は既に

























の創作に取り組む詩人たちを惹き付けた。なかでも 1919（大 8）年から翌 1920（大 9）年
にかけて創刊された『おとぎの世界』『金の船』『童話』の三誌は童謡に対する取り組みが本
格的で、それぞれ山村暮鳥（1884-1924）、野口雨情（1882-1945）、島木赤彦（1876-1926）
                                                   
49 西條八十「三重吉さんの来訪」『「赤い鳥」複刻版解説・執筆者索引』日本近代文学館、
1979 年、62 頁を参照。 
50 西條「三重吉さんの来訪」、61 頁。 
51 西條「唄の自叙伝」『西條八十全集第 17 巻』、14 頁。 
52 上村直己『西條八十とその周辺――論考と資料』近代文芸社、2003 年、89-90 頁を参照。 












雨情は 1918（大 7）年 10 月に水戸に出て文学生活に入り、この頃生まれたのが「船頭小












うになり、1923（大 12）年 3 月栗島すみ子・岩田祐吉主演の松竹映画の主題歌となって全
国に流布した。他に、『別後』（1921（大 10）年 2 月）、『沙上の夢』（1923（大 12）年 4 月）、




                                                   
54 野口雨情についての提示情報は主に、藤田『日本童謡史』、372-386 頁、及び畑中『日本
の童謡』、74-81 頁を参照した。 
55 鳥越信『はじめて学ぶ日本児童文学史』ミネルヴァ書房、2001 年、159 頁。 
56 鳥越『はじめて学ぶ日本児童文学史』、159 頁。 














『おとぎの世界』は、1901（明 34）年 10 月に『秀才文壇』（1901-1923）という有力な
文芸雑誌を出した文光堂から創刊された。しかしながら、暮鳥が『おとぎの世界』に関わっ
たのは 1919（大 8）年から 1921（大 10）年までの 3 年間だけであり、結局病気を克服す
ることができず、『おとぎの世界』終刊の 2 年後、40 歳で病死した。 
暮鳥は、1922（大 11）年 6 月に第一童謡童話集『万物の世界』（真珠書房）を出版した。











て掲載されたのは創刊の半年後の 1920（大 9）年 10 月号であり、その後もほとんど毎号に





                                                   






















たばかりの 20 代後半である。当時、30 代の白秋・露風・雨情・暮鳥に対し、八十と同様に









                                                   
61 畑中『日本の童謡』、100 頁。 
62 藤田『日本童謡史』、538 頁。 
63 同上、543 頁を参照。 
64 藤森秀夫についての提示情報は主に、藤田『日本童謡史』、512-513 頁、及び畑中『日本
の童謡』、102 頁を参照した。 















の 300 余編が収められた。ここに集録されている作品の数は白秋が一番多く 40 編、次に八















                                                   
66 畑中『童謡論の系譜』、94 頁。 
67 高村光太郎「雑誌『たんぽぽ』のアンケートに答えて」1923 年 6 月。北川太一『高村光
太郎ノート』文治堂書店、1991 年、199 頁より引用した。 
















「童謡復興」『芸術自由教育』アルス、1921（大 10）年 1・2 月号 
「叡智と感覚」『大観』大観社、1922（大 11）年 1 月号 
「童謡私観」『詩と音楽』アルス、1923（大 12）年 1 月号 
「将来の児童教育」『夫人公論』中央公論新社、1923（大 12）年 2 月号 
「童謡について(一)」『日光』日光社、1924（大 13）年 4 月号 
「童謡の鑑賞に就いて」『アルス音楽講座』1924（大 13）年 5 月号 
「簡素な玩具」『アルス新聞』1924（大 13）年 8 月 
『お話・日本の童謡』アルス、1925（大 14）年 1 月 
「新童謡と教育」『アルス新聞』1926（大 15）年 5 月 
「童謡と童詩」『童詩』1926（大 15）年 5 月号 
「童謡について(二)」『近代風景』1926（大 15）年 12 月号 
「詩と作曲」『近代風景』1927（昭 2）年 11 月号 
「童謡の堕落」『近代風景』1927（昭 2）年 11 月号 
「教育と童謡」『昭和三、二四、――六年生教育』1928（昭 3）年 3 月号 
以上を、『緑の触角』改造社、1929（昭 4）年 3 月、に収録 
そして、『白秋全集第十八巻童謡論集』1930（昭 5）年 5 月、に収録 
さらに、『童謡論抄』玉川文庫、1933（昭 8）年 6 月、として出版。 
『風と笛』紀元社、1942（昭 17）年 
『太陽と木銃』フタバ書院成光館、1943（昭 18）年 














八十は 1918（大 7）年 9 月号から 1921（大 10）年 8 月号を最後に『赤い鳥』を離れる
まで同誌に 42 編の童謡を発表している。一方、『童話』には 1922（大 11）年 4 月号から

















の唄が 177 編で全体の約二分の一弱、イギリス伝承童謡（マザーグース）が 114 編、アメ
リカが 31 編、フランスが 20 編、ドイツが 10 編、ロシアが 6、イタリアが 4、インドが 3、






                                                   
71 畑中『童謡論の系譜』、51-52 頁を参照。 
72 藤田『日本童謡史』、372 及び 574 頁を参照。 
73 同上、574 頁。 
74 吉田新一「解説」、西條八十・水谷まさる共訳『世界童謡集』富山房百科文庫 42、冨山









「童謡私見」『大観』1921（大 10）年 6 月号  
「童謡の将来」『芸術教育』1921（大 10）年 7 月号 



















情である。雨情の童謡作品は、1919（大 8）年 11 月創刊の『金の星（『金の船』）』に 1922
                                                   
75 藤田圭雄「解説」、西條八十著・藤田圭雄編『日本児童文学大系第 8 巻・西條八十集』ほ
ろぷ出版、1978 年、350 頁。 
76 「詩」の本質とは、後の白秋と八十の比較を行なう節においてより詳しく述べていくが、
作品に作者の人生に対する真剣な感動が盛り込まれていることだと八十は考える。 
77 畑中『童謡論の系譜』、52-53 頁を参照。 
78 同上、54 頁。 
79 畑中『日本の童謡』、99 頁。 
46 





















「童謡に関する研究」『児童芸術講座』1923（大 12）年 12 月号 
「童謡作法」『児童芸術講座』1924（大 13）年 2 月号 









                                                   
80 藤田『日本童謡史』、372 頁を参照。 
81 同上、373 頁を参照。 





















年 童謡集 編著者、出版社 童謡論 
大 8 『赤い鳥童謡第一集』 鈴木三重吉編、赤い鳥社  
大 9 























                                                   
83 藤田『日本童謡史』、174 頁を参照。 
84 畑中『童謡論の系譜』、129-130 頁を参照。 
85 同上、128 頁を参照。 








































『童謡新遊戯 第一集』 久保富次郎 、教文書院 
大
14 














【表 4】1919（大 8）年から 1926（大 15）年までに出版された白秋、八十、雨情、露風以
外の童謡集と童謡論87 
 
                                                   
87 菅忠道『日本の児童文学 1 総論』（大月書店、1968 年）の巻末資料「近代日本児童文学






















































1923（大 12）4 月号に 1 編「霜夜」が載り、1928（昭 3）年 12 月号まで、合計で 39 編、
他に『金の星』に 6 編、『童話』に 1 編の作品が掲載される。以下に「霜夜」をはじめ、与
田準一の童謡作品の主な特徴を示す幾つかの作品を提示する。 
                                                   





























1928（昭 3）年 8 月、白秋門下で『赤い鳥』同人の与田準一らは「赤い鳥童謡会」を結
成し、翌 1929（昭 4）年 3 月、白秋の弟・北原鉄雄が設立した出版社「アルス」に入社、
1930（昭 5）年 3 月には、『赤い鳥』の同人たちと童謡・童話雑誌『乳樹』（後『チチノキ』
に改題）を創刊する。 
1933（昭 8）年 6 月に処女童謡集『旗・蜂・雲』（アルス）を出版する。その「覚えがき」
（後記）には「本集は＜赤い鳥＞で選出された三十九篇の中の二十篇、＜近代風景＞九篇の
中の八篇、＜コドモノクニ＞十一篇の中の八篇、＜チチノキ＞三十三篇の中の十八篇、その
                                                   
89 与田準一『詩と童謡について』すばる書房、1976 年、108 頁。 




















すゞより 1 年あまり早く童謡界に登場する。1922（大 11）年 6 月号に「田螺」（西條八十








                                                   
91 北原白秋「序」、与田準一『旗・蜂・雲』アルス、1933 年、6 頁。 
92 畑中『童謡論の系譜』、211 頁を参照。 



















与田の処女童謡集より 5 年早く、1928（昭 3）年 6 月に最初の童謡集『紫木集――童謡
詩』（岩波書店）を出版した。これは、投稿童謡詩人が出した童謡集として最初のものとな


























宮川康雄が、「島木赤彦における絵画」（『人文科学論集』第 25 号、信州大学人文学部 1991
年）において、詳細に論じている。 
96 島田忠夫『田園手帖――童謡詩』照林堂書店、1943 年、2 頁。 


































東京に転居し、同年 4 月号『童話』誌上に「はかま」で、『赤い鳥』の 9 月号に「夏の雨」
































た童謡 50 編は、佐藤が中学 3 年生の 1921（大 10）年から 1932（昭 7）年までの 11 年間
にわたって書かれたもので、「主として、『コドモノクニ』『幼年の友』『幼年倶楽部』『小学
画報』その他の諸雑誌に発表して来たもの」99だと後記で述べている。 
童謡の他に、1937（昭 12）年 5 月、小川未明主宰の童話雑誌『お話の木』創刊号に最初
の童話「春風」、「月とすっぽん」を発表し、以降、数多くの童話集を出す。 
第 4 章でも再度触れるが佐藤は大正・昭和初期に発表された 24 人の詩人による 33 編の
                                                   
98 西條八十「童謡の選後に」『童話』1924（大 13）年 4 月号、148 頁。 
99 佐藤義美『雀の木』高原書店、1932 年、136 頁。 
56 










巽聖歌（1905-1973、本名野村七蔵）は、『赤い鳥』1924（大 13）年 4 月号に「田村とほ

















以下に巽の作品 2 編を挙げる。 
 












































超える投稿者による 10,184 編の作品が誌面を飾っていた。そのうち、高等学校 1 年生は 485
人、高等 2 年生は 344 人、合計 829 人であるのに対して、四歳から小学 6 年生までの投稿
者は合計 3,653 人に達した101。すなわち、12 歳以下の投稿者が圧倒的に多いということで
                                                   
100 北原白秋「童謡と自由詩について」『赤い鳥』1925（大 14）年 10 月号、147 頁。 
101 ここで挙げている投稿者の数は本研究の筆者による計算である。 
『赤い鳥』投稿者の実数を正確に言えば 5,634 人である。そのなかで上に挙げた与田準一
らの若手投稿者も含む 1,118 人の年齢は記述されていない。なお、6 歳から尋常 6 年生まで
の児童の作品数については年齢別で見れば以下の通りである。 












 伊藤文子  進藤善政  進藤いよの 
宮沢文平  村田里子  窪田忠作 





 菊良平    細野せつ  大久保環 
 菊きせ    菊良平   大森森一 
為我井静江   池田しん  幸田てい 
小川つま   野口いせ  中村栄吉 
小森まつ   為我井静江  大久保環 





石渡なか   大井つる   香山槇 
 永塚正治   宮川安夫   鈴木ます 
 松崎やえ子  宮川もと   石川きよ 





南茂子   木原良子   武本美子 






川島よし   溝川ふみ   石井はる 





中村くにえ   吉田しづか   西村つたえ 





斉藤ゑこ   高橋豊   藤本たか 
松田まつゑ   石垣のぶ  鈴木きみゑ 





齊藤高明   稲村悟朗   藤巻シゲ子 
岩井はる子  大野義孝   糸川澄雄 
大木ゆき子  岩井千代子  原たか子 
千葉県印旛郡木下小学校尋六 
【表 6】同校同クラスの児童から『赤い鳥』への一斉投稿（6 編以上）事例 
 
                                                                                                                                                     
 尋常二年生・二年・七歳 169 人 
 尋常三年生・三年 392 人 
 尋常四年・四年生 770 人 
 尋常五年・五年生 1,024 人 
 尋常六年・六年生 1,224 人 












謡詩人や若手の投稿者とは異なって、子どもにしか書けない以下の 3 編を挙げたい。 
 
 「おばあさん」（『赤い鳥』1921（大 10）年 5 月号、78 頁、藤田忠雄） 
としより女が／泣いてゐら、／死ぬのがいやだと／泣いてゐら。102 
 



















                                                   
102『赤い鳥』に掲載された藤田忠雄の作品は「ばあさん」のたった一編。作品には藤田の
年齢の記載は付されていないが子どもの部に入っている。 



































（大 7）年 7 月から 9 月まで米騒動が発生、さらに、1923（大 12）年 9 月に相模湾でマグ
                                                   










めてくず屋に売る。1 日 30 銭くらい。 
※東京の捨て子は 538 人で、大正時代の最高を記録。 
1916（大 5）年 
3.―東京の上野、浅草、日比谷公園などで、通行人に物（石鹸、洗粉、楊枝）を押し売りする少年少女
が増加。年齢は 5-12 歳。 
4.7 東京・本所で養育費目当てに、乳児 6 人を栄養失調やのどに異物を詰めて殺した婦人が逮捕。 
1917（大 6）年 
3.―東京市の調べで前年 4 月から 1 年間に市が発見した捨て子は 143 人。 
5.31 東京・元金杉で、養育料目当てにもらい乳児 11 人を殺害した犯人が逮捕。 
7.―物価の上昇で困窮者家庭の生活がひっ迫、「拾い屋」の子どもが増加。 
10.―乳児死亡率は 16％。明治 21 年の 11％から年々増加。 
12.―東京・本所の太平署管内で、芸娼妓として売られた少女は 73 人。大正 3 年は 3 人、大正 4 年は 9
人、大正 5 年は 25 人と年々3 倍増。 
1919（大 8）年 
11.28 女工 3 人（11、12、15 歳）を虐待していた大阪の繰り糸業者（27 歳）が逮捕。3 人を午前 4 時か
ら夜 12 時まで働かせ、居眠りすると焼け火ばしを押し付けてやけどさせたほか、12 歳の女の子を糸繰
り機で殴打、半身不随にした。 
1922（大 11）年 
4.―東京府下の捨て子は 356 人。この頃、不景気の影響で捨て子が激増。 
7.―もらい子のお初（10 歳）を虐待して殺害、首と手足を切断し、胴体をトランクに入れて隅田川に投
げ捨てた婦人が逮捕。お初殺し。 
※内務省の調査によると、全国の施設に収容されている児童は貧児 2286 人、孤児 1136 人、捨て子 1205
人、その他 208 人。 
1923（大 12）年 
2.―内務省の調査で、農村児童の弁当のおかずは梅干しだけが 80％、塩ザケが 3％。 
                                                   
105 千本秀樹「成金、生活苦、安月給」『朝日百科日本の歴史 11』、42-46 頁を参照。 
106 この表は、下川『近代子ども史年表』、306-379 頁を参照して作成したものである。 
62 
12.31 全国の育児院に収容されている子どもは 5900 人（孤児 1639 人、捨て子 1548 人）。 
1924（大 13）年 






















原白秋・片上伸・山本鼎らが 1920（大 9）年 12 月に「日本自由教育協会」を結成し、翌
10 年 1 月に『芸術自由教育』を創刊し、新芸術自由教育運動の重要な担い手となった。 



























第 2 章 大正期童謡における「芸術性」をめぐって 





























い。『赤い鳥』創刊から一年あまり経った頃の 1919（大 8）年 10 月発行の白秋の第一童謡
































                                                   
1 鈴木三重吉｢少年少女用図書特選｣『赤い鳥』1920（大 9）年 5 月号、93-94 頁。 


















第 3 節 創作上の立場と作品傾向 
1. 白秋と八十の論争 
白秋と八十の童謡における創作上の立場の相違をめぐる論争が最初に確認できるのは、
『赤い鳥』1919（大 8）年 3 月号の｢通信｣欄の白秋の言葉からである。｢忘れた薔薇｣（1918
（大 7）年 9 月号）に始まり、｢かなりや｣（1918（大 7）年 11 月号）「手品」（1919（大 8）





























一方、八十は『大観』（1921（大 10）年 6 月号）誌上で「童謡私見」と題して、白秋の
童謡「金魚」（『赤い鳥』1919（大 8）年 6 月号）の残忍性を指摘し5、同じく「お祭」（『赤
い鳥』1918（大 7）年 10 月号）「兎の電報」（『赤い鳥』1919（大 8）年 10 月号）などには
無意味な摸声音が多く騒がしいと述べた6。これが、白秋の反論を引き起こし、再び白秋は










                                                   
3 北原白秋「通信欄」『赤い鳥』1919（大 8）年 3 月号、75 頁。 
4 北原白秋「通信欄」『赤い鳥』1919（大 8）年 4 月号、76 頁。 
5 西條「童謡私見」『大観』大観社、1921（大 10）年 6 月号、156-157 頁を参照。白秋の「金
魚」の作品に関しては、白秋とみすゞの作品比較をする第 6 章において提示し分析する。 
6 西條「童謡私見」、156 頁を参照。 

































                                                   
8 上村『西條八十とその周辺』、90-91 頁を参照。 

































                                                   
10 北原白秋「新童謡と教育」『アルス新聞』1926（大 15）年 5 月号。北原『童謡論―緑の
触角抄』、152 頁より引用した。 
11 北原白秋『とんぼの眼玉』アルス、1919 年、9-10 頁。 
12 西條『現代童謡講話』、17-27 頁を参照。 
13 同上、28 頁。 
























まずは白秋の作品から見ていく。以下に『赤い鳥』の創刊号 1918（大 7）年 7 月号に出
た「りす／＼小栗鼠」と「雉ぐるま」の 2 編、及び、子どもを作品の題材とした同年 9 月
号の「まる木橋」「雨」の 2 編、合計 4 編を取り上げる。 
 





















                                                   
15 西條『現代童謡講話』、39 頁。 
71 





























































































初めに発表された八十の 2 作、「忘れた薔薇」と「かなりあ」を取り上げて見ていく。 
 
































                                                   










































                                                   
17 西條『現代童謡講話』、142 頁を参照。 
18 西條八十「雑誌「赤い鳥」の頃――成田為三氏にちなむ想い出」『成田為三名曲集』玉川
大学出版部、1965 年、291 頁を参照。 

































                                                   
20 西條『現代童謡講話』、24-26 頁。 
21 同上、152 頁。 
22 西條「成田為三氏にちなむ想い出」、291 頁。 



















や『良友』の「かあさん と わたし」などが挙げられる。以下に作品を提示する。 
 










                                                   
24 藤田『日本童謡史』、52 頁。 
25 木俣「『赤い鳥』と北原白秋」、195 頁。 
26「通信欄」『赤い鳥』赤い鳥社、1918（大 7）年 10 月号、79 頁。 
27「通信欄」『赤い鳥』1919（大 8）年 1 月号、78 頁。 
28「通信欄」『赤い鳥』1919（大 8）年 10 月号、77 頁。 
29 藤田『日本童謡史』、167 頁。 
30 畑中『日本の童謡』、99 頁。 
76 
へはしらせよう。 
（第 4 連略） 
 
「かあさん と わたし」（『良友』1924（大 13）年 5 月号） 
はな の 中 には／はち が ゐる。 
川 の 中 には／うを が ゐる。 
もり の 中 には／とり が ゐる。 
うち の おへやには／かあさん が、 
そして かあさん の／おひざ には 

























                                                   






























                                                   
32 永井泉「大正期の童謡論におけるマザーグース――神話学者・松村武雄の見解と反響」
『マザーグース研究』第 11 号、マザーグース学会、2016 年、77-97 頁を参照。 
33 西條「童謡私見」、160 頁。 
78 
は、イギリスのクリスティーナ･ロセッテイ（Christina G. Rossetti, 1830-1894）、ロバー
ト・ルーイス・スティーヴンソン（Robert Louis Stevenson, 1850-1894）、ウォルター・デ･
ラ･メア（Walter de la Mare,1873-1956）、アイルランドのウィリアム･バトラー・イェイツ
（William Butler Yeats, 1865-1939）、フランスのシャルル･ヴィルドラック（Charles 
Vildrac,1882-1971）などの童謡作品を翻訳し紹介している。八十による『赤い鳥』誌上で
の最初で最後になった外国の童謡の紹介は、白秋の外国童謡紹介の 2 年後（1921（大 10）
年 4 月号）であり、このときはロセッティの 2 編「人形」と「風」を紹介している。 
八十は『赤い鳥』『童話』『金の星』などに載せた西洋の童謡の訳詩を集めて、1924（大
13）年に水谷まさる（1894-1950）と一緒に『世界童謡集』（冨山房）を出している。うた











一方、白秋は、八十に対する最初の批判を載せた同じ号（『赤い鳥』1919（大 8）年 3 月
号）に、外国童謡 2 編「鍛冶屋さん」「盗人」を紹介している。これら 2 編とも作家が不明
な台湾の童謡で、内容は知性的な意味を持たない馬鹿げたナンセンスなものである。4 ヶ月
後（同年 7 月号）にもまた台湾の童謡を 1 編掲載し、丸括弧をつけて「（台湾童謡）」と書
いている。さらに、白秋は 1920（大 9）年 1 月号から丸括弧付きで「（英国童謡訳）」と書
いた上でイギリスの伝承童謡であるマザーグースの作品を載せており、同年 3 月号のドイ






が注目できる。また、『赤い鳥』誌上から八十の作品が消えた 1921（大 10）年 8 月以降、
                                                   
34 吉田「解説」、西條・水谷共訳『世界童謡集』、490 頁を参照。 









掲載年・月号 国名の記述 編数 邦訳題 
大 8.3 月号 台湾童謡 2 編 「鍛冶屋さん」「盗人」 
大 8.7 月号 台湾童謡 1 編 「米の水」 
大 9.1 月号 英国童謡訳 2 編 「胡桃」「柱時計」 
大 9.2 月号 英国童謡訳 2 編 「お靴の中に」「小さなお嬢つちゃん」 
大 9.3 月号 
独逸の揺籃唄 1 編 「ねんねこうた」 
英国童謡 1 編 「月の中の人」 
大 9.4 月号 英国童謡訳 6 編 
「コケコッコ踊」「てんたう蟲」「おもちゃの馬」
「月の夜」「一つの樽に」「気ちがひ家族」 
大 9.5 月号 英国童謡訳 2 編 「風よ吹け吹け」「足」 
















                                                   



































                                                   
37 鷲津名都江『マザーグースと日本人』吉川弘文館、2001 年、82-83 頁。 


























ったと考えられる。同じように、1920（大 9）年 3 月号のマザーグース「月の中の人」で
も、月の中の人が転がり落ちて、北へ行く道で南の方に行き、凝えた汁（冷めて固まった汁）
で舌を焼くという滑稽な逆説がうたわれている。 
 続けて、1920（大 9）年 4 月号に載せた「月の夜」の作品では、「猫が胡弓」を弾いたり、
「牝牛がお月様」を飛び越えたり、犬が笑ったり、「お皿がお匙」を追いかけたりするよう
なあり得ない現象と擬人化によるナンセンスが表れている。 
                                                   
39 同上、216 頁。 
40 同上、110 頁。 
41「盗人
ぬすびと














































 まず、『赤い鳥』誌を代表する作品の一つである「赤い鳥小鳥」（1918（大 7）年 10 月号）
                                                   
42 畑中『童謡論の系譜』、115 頁。 









うである。『赤い鳥』の 1927（昭 2）年 4 月号に発表された「デンショバト」に関して、同

























                                                   
44「通信欄」『赤い鳥』1927（昭 2）年 7 月号、158 頁。 
45 同上、159 頁。 
84 
立場を、創作や翻訳作品だけでなく、童謡論も通して明確に示している。 
 白秋は 1923（大 12）年 1 月号の『詩と音楽』で、「童謡私鈔」を発表しており、その中
で自らの童謡観を 12 編の童謡と、それぞれの後に「註」として加えた解説によって明らか
にしている。その中で白秋はナンセンスを含んだ自作の手毬うたとしての「うさうさ兎」（『赤



































































「あわて床屋」（『赤い鳥』1919（大 8）年 4 月号、2-3 頁） 
                                                   


















































 白秋のユーモアを含んだ作品にはこの 2 編の他に、「白い牛黒い牛」（1920（大 9）年 12



















                                                   




























に、白秋は各地に歌い継がれている「地方童謡」を募集し、『赤い鳥』の 1919（大 8）年 4


















第 3 章 大正期童謡の先駆としての「唱歌」 























                                                   
































                                                   
3「創作に際してのプリント――童話と童謡を創作する最初の文学的運動」『赤い鳥』鈴木三
重吉追悼号、1936 年 10 月、290-291 頁。 
4 西條『現代童謡講話』、15 頁。 
5 同上、15-16 頁を参照。 
6 同上、26-28 頁を参照。 
7 野口雨情『童謡作法問答』尚文堂書店、1922 年。『野口雨情第 7 巻』未来社、1986 年、
13 頁より引用した。 
8 同上、5 頁。 








2. 白秋の唱歌批判――「童心」と「伝統」の欠如  





















                                                   
10 同上、52 頁。 
11 北原『童謡論――緑の触角抄』、39 頁を参照。 
12 同上、92 頁。 
13 北原白秋「童謡私観」『詩と音楽』1923（大 12）年 1 月号。同上、43-61 頁より引用し
た。 
14 同上。 

































                                                   










ソン（Luther Whiting Mason, 1818-1896）に個人教授を受け、二人は互いに自国の音楽に
ついての意見を交換し、協力して日本の学校で使う唱歌用掛図（教室で掲げる楽譜）の作成
に取り組んだ。伊澤は、1878（明 11）年に唱歌掛図を持参して帰国し、翌年の音楽取調掛
の設置に関わった。続いて、1880（明 13）年にメーソンを招き、翌 1881（明 14 ）年から















                                                   





19 伊澤修二編「緒言」『小学唱歌集』初編、大日本図書、1881 年。 































                                                   
21 園部・山住『日本の子どもの歌』、39 頁を参照。 
22 伊沢修二君還暦祝賀会編『楽石自伝教界周遊前記』伊澤修二君還暦祝賀会、1912 年、76
頁を参照。 
23 信濃教育会編『伊澤修二選集』信濃教育出版部、1958 年、251 頁。 
24 杉田政夫『学校音楽教育とヘルバルト主義――明治期における唱歌教材の構成理念にみ
る影響を中心に』風間書房、2005 年、29 頁。 
25 山住正己『唱歌教育成立過程の研究』東京大学出版会、1967 年、83-110 頁を参照。 
26 園部・山住『日本の子どもの歌』、22 頁。 


























澤は新たな教材集『小学唱歌』（全 6 巻、158 曲、1892-1893 年）を発行する。新しい『小
学唱歌』全般の主な特徴を『小学唱歌集』と比べて以下の表で示す。 
 











                                                   
28 同上、19 頁。 







5. 91 曲のうち西洋音階に基づく楽曲は 83 曲で、9









4.対象明記（第 1・2 巻が尋常小学校、第 3・4 巻
が高等小学女子、第 5・6 巻が高等小学男子用）。 
 
5.西洋音階の占める割合は全体の 7 割。日本人の手
による作曲は全体の 7 割。 
 












である。例えば、第 1 巻第 2 曲「からす」・第 3 曲「かり」・第 16 曲｢手鞠歌｣31、第 2 巻第







                                                   
30 この表は、杉田『学校音楽教育とヘルバルト主義』（特に 23-50 頁）を参照して作った。 























コ 何処だば／小沢の松原／うが家さ 寄って／小豆まんま 
三杯
さんべい

























36「あり」『小学唱歌』第 1 巻第 4 曲、4 頁。 
ありをみよ やよこども／とものためには／いのちをも／をしまで はたらく／けなげ 
なさ／ありをみよ やよこども。 
99 










は、教訓を含んだ『小学唱歌集』の歌として、初編第 33 曲「五倫の歌」（28 頁）と第三編





驕りはわが身の。仇とぞなる。／努々ゆるすな。こゝろの駒。（第 3 連略） 
                                                   









わらべ唄も載せられていることに注目したい。例えば、第 2 巻第 34 曲（46 頁）「うさぎ」
（うさぎ／＼／なにを見てはねる／十五夜お月さま／見てはねる）が挙げられる。その他に、




















第 4 節 民間唱歌集とその新たな要素 
音楽取調掛の拡大によって、1887（明 20）年に東京音楽学校が成立した。この師範科で
は、唱歌教授法が全国の学校講師に教えられていた。1895（明 28）年に東京音楽学校を卒
                                                   










学低学年の子どもを対象とした『教科適用幼年唱歌』（全 4 巻 10 冊、全 88 曲、十字屋、
1900-1902 年）を出した。これに収められたものはいずれも「言文一致」唱歌であった。
その次に、『教科適用幼年唱歌』よりも年長の子どもを対象とした唱歌集『教科統合少年唱







                                                   





















































                                                   
43 田村虎蔵「我國教育音楽の変遷」、田村虎蔵先生記念刊行会編『音楽教育の思潮と研究』
目黒書店、1933 年、107-109 頁。 
44 佐藤『明治期の唱歌教育における翻訳唱歌と国民形成』、149 頁。 




① 「開いた開いた」（第 1 巻上編第 5 曲、17 頁） 
ヒライタ、ヒライタ、／ナンノハナガ、ヒライタ、／レンゲノハナガ、ヒライタ、／ヒ
ライタト、オモタラ、／ミルマニ、ツボンダ。（第 2 連略） 
 
② 「猿蟹」（第 1 巻中編第 1 曲、7 頁） 
はやくめをだせ、 かきのたね、／ださぬとはさみで、ちょんぎるぞ、／はやくならぬ
か、かきのみよ、／ならぬとはさみで、ちょんぎるぞ。（第 2 連略） 
 












































玩具や遊びが 10 曲 
日本の昔話が 7 曲 
歴史に関するものが 12 曲 
季節や行事が 10 曲 
自然・風景をうたったものが 7 曲 













玩具や遊びが 5 曲 
日本の昔話が 6 曲 
歴史に関するものが 12 曲 
季節や行事が 21 曲 
自然の風景をうたったものが 23 曲 





18 曲があることに注目したい。例えば、歴史上の人物を扱ったものとして第 6 巻第 2 曲「児
島高徳」、昔話に関しては、第 1 巻第 9 曲「桃太郎」と第 20 曲「花咲爺」が挙げられる。 





                                                   
46 同上、154 頁を参照。 
47 この表は、杉田『学校音楽教育とヘルバルト主義』（特に 184-216 頁）を参照して作っ
た。 
48 昔話を採用している白秋の童謡作品として、例えば、「舌切雀」「物臭太郎」（『赤い鳥』
1919（大 8）年 5 月号）、「雉子射ち爺さん」（『赤い鳥』1923（大 12）年 2 月号）、「てくて











月に卒業し、1909（明 42）年 4 月から東京の私立小学校の教師として就職するが、1911






研究を行なった。葛原が歌詞を作り、小松と梁田が作曲し、1915（大 4）年 8 月から 1918
（大 7）年 1 月までの約 2 年半をかけて、小学低学年向きに『大正幼年唱歌』（全 12 巻、










                                                   
49 佐々木龍三郎『童謡詩人葛原𦱳の生涯』文芸社、2014 年、127 頁を参照。 
50 以下に「兎と狸」を提示する。 
一、月清き岡の上の影は何／ピョン ピョコ ピョン ピョン ピョン／兎どのの 踊
りの けいこ／ピョン ピョコ ピョン や／ピョン ピョコ ピョン／ 
ピョン ピョコ ピョン や／ ピョン ピョコ ピョン 
二、月清き岡の上の音は何／ポン ポコ ポン ポン ポン／狸どのの お腹づつみ／
ポン ポコ ポン ポン ポン はッ／ポン ポコ ポン ポン ポン／ 





















5. 動物や身近な自然・事物を歌ったものが 9 割。 
歴史上の人物を扱ったものはない。 
日本の昔話が 3 曲。 
徳育的・忠君愛国的なものが 13 曲。 
 6. 歌詞が短い。 








                                                   






（小学館、1956）の 6 冊がある。 
55 畑中『童謡論の系譜』、89-92 頁を参照。 





























「お日様」（『大正幼年唱歌』第 8 巻 3 曲、6 頁） 
キラキラキラ、東に出て、／ギラギラギラ、西に沈む。／ キラキラキラ、 ギラギラ
ギラ、／ 
                                                   












議を取り込んだ他の唱歌として、「お山」（第 5 巻第 4 曲）、「かたつむり」（第 5 巻第 7 曲）、
























                                                   
























                                                   
60 本章では唱歌の成立過程と基本的な性質の変遷を明確に示すものとしての主な唱歌集し
か挙げていない。しかし、日本で最初にできた官製の『小学唱歌集』（1881 年-）から 1918
（大 7）年 7 月の『赤い鳥』創刊に至るまで、文部省及び民間による新しい唱歌集の出版は
途切れることがなかった。巻末資料の【表 1】「日本で最初にできた唱歌集『小学唱歌集』





第 4 章 童謡詩人金子みすゞの生涯と作品 


















第 2 節 金子みすゞの生涯1 
本節では伝記などで既に知られているみすゞの生涯を確認しておく。 
金子みすゞ、本名は金子テル。1903（明 36）年 4 月 11 日、山口県大津郡先崎村（現・
長門市仙崎）第 790 番屋敷（今の長門市仙崎）に生まれた。父庄之助、母ミチ、祖母ウメ、
二つ年上の兄堅助と、二つ年下の弟正祐の 6 人家族であった。 
1905（明 38）年 2 月、弟正祐生まれる。父庄之助は、日露戦争（1904-1905）が始まっ
て間もなく、母ミチの妹フジの嫁ぎ先である上山文英堂書店（本店は山口県の下関にある）




2の清国営口支店の支店長として清国に渡り、1906（明 39）年 2 月、営口の永世街で死去





1910（明 43）年 4 月、テルは瀬戸崎尋常小学校（現在の仙崎小学校）に入学し、6 年間、
全て甲という優秀な成績で卒業する。1916（大 5）年 4 月、大津郡立大津高等女学校（現
在の県立大津緑洋高校）に入学した。テルは特に文才に優れ、校友誌『ミサヲ』には入学直




その 10 ヶ月後、1919（大 8）年 8 月、未亡人だったミチは上山文英堂の主人上山松蔵（故
フジの夫）の後妻として、実の息子正祐のいる下関の上山家へ移り住むことになった。テル
は十代半ばでの母と別れることになったのである。 
1920（大 9）年 3 月、テルは女学校を卒業し、兄堅助が店主を務める金子文英堂書店の
運営の手伝いをして過ごしていた。しかし、1922（大 11）年 11 月に兄がテルの小学校時
代の同級生、大島チウサと結婚し、様々な齟齬が生じてテルは実家に居づらい気持ちを抱く
ようになる。1923（大 12）年 4 月にテルは母ミチに呼ばれ、仙崎を出て、下関の上山文英
堂に転居した（山口県――みすゞの故郷仙崎の地図について、以下の【図 4】を参照のこと）。 





















同年 5 月から、上山文英堂書店から歩いて 10 分ほど離れた西之端町商品館内の同書店の
支店で店番として働き始める（地図については、以下の【図 5】を参照のこと）。この場所
からテルは 6 月に『童話』『婦人倶楽部』『婦人画報』『金の星』などに「金子みすゞ」の筆




                                                   
4「山口県――みすゞの故郷仙崎」、朝日新聞社文化企画局文化企画部（矢崎節夫監修）『幻




に高く評価された。1924（大 13）年 4 月より 2 年間八十が突然フランスへ留学することに
なり、選者である師を失った雑誌への投稿をみすゞは控えるようになっていく。1925（大
14）年に入ると、八十の帰りを待ちながら詩選集『琅玕集』6を作り始めた。みすゞ自身が
選んで、106 人もの作者による 199 編の詩を写し書きして二冊に集めたものである。『赤い
鳥』から 56 編、文芸雑誌『命女界』（1922-1950）から 18 編、幼児絵雑誌『コドモノクニ』
（1922-1944）から 17 編、詩歌雑誌『愛誦』（1926-1934）から 13 編、婦人雑誌『婦人倶





代名家叙情詩集』（交蘭社、1925） からの 5 編や、「七月」の大木篤夫編『風、光、木の葉』
（アルス、1925）から収録された 12 編、そして同年発足の「童謡詩人会」の編による『日
本童謡集 1925 年版』（新潮社）7からの 4 編がある。 











を既に完成させていた。翌月の 3 月に西條八十が帰国し、4 月号の『童話』では、みすゞの
「露」が特別募集第一席になる。しかし、『童話』は突然、7 月号をもって廃刊となる。一
方、同じ 7 月、童謡詩人会編『日本童謡集（1926 年版）』において、当時の一流童謡詩人
に混じってテルの作品が 2 編掲載され、童謡詩人として認められた。しかし、童謡詩人と
して注目を浴びる一方、テルの実生活では早くも離婚話が持ち上がっていた。 
                                                                                                                                                     
5「下関市街地図」『童謡詩人金子みすゞの生涯』、164 頁より所収。 







































                                                   










第 3 節 みすゞの生涯から考える創作傾向 
















                                                   










































                                                   































のペンネームで『赤い鳥』に投稿し始めた。そしてついに 1924（大 13）年 7 月号に 1 編の
詩が掲載された16。同年、豊々代は結婚するが、身ごもったまま 22 歳（1925（大 14）年 7
                                                   
14 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、112-114 頁を参照。 
15 同上、153 頁を参照。 











たの。／ 蓮華のはなのふるなかを、／ 天童たちにまもられて。 
そして、ゆふべの、トランプの、／おひげのこはい王さまは、／トランプのお国へかへ



















































                                                   








20 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、76 頁を参照。 
21 又野半四郎の堅助についての回想は、矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、77-78 頁を参
照。 

































                                                   
23 同上、79 頁。 
24 同上、146-147 頁を参照。 

































                                                   
26 同上、149-151 頁。 
27 同上、165 頁を参照。 






って、またミチに頼んで手に入れた。松蔵が倒れた年（1921（大 10）年 9 月 11 日）に、「作
曲をやることにした」と、自慢げに手紙を書いてきた正祐に、弟思いのみすゞは北原白秋の


























                                                   
29 同上、143 頁を参照。 
30 同上、144 頁を参照。 
31 同上、145 頁を参照。 
32 同上、190 頁を参照。 
123 
家に育ったことにより培われたのである。 





























                                                   




































                                                   








は入学直後から卒業（1920（大 9）年 3 月）までの期間で見ると、寄稿者の中では一番多
く記されており、「ゆき」（第 3 号、1916（大 5）年 5 月）・「我が家の庭」（第 4 号、1917
（大 6）年 5 月）・「さみだれ」（第 5 号、1918（大 7）年 5 月）・「社会見学の記」（第 6 号、






















                                                   
35 同上、107-108 頁を参照。 
36 みさを会の同窓会誌『ミサヲ』は、1915（大 4）年に創刊され、学校行事の記事や在学
生の作品、卒業生の消息などが載っている。 
37 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、61 頁。 
126 
という宇宙の富を静かに見ていれば三坪の庭に溢れているという徳富蘆花（1868-1927）の




























しかし、みすゞは、下関に転居した 20 歳（大 12）以降に正祐と接する機会が次第に多くな
った。また、正祐も実の姉であることを知らずにみすゞと交遊し親しくなっていった。この
ことが、みすゞの人生に様々に影響し、彼女を不幸な結婚へと導く結果になった。 
1921（大 10）年の夏、みすゞは、軽い脳卒中で倒れて入院が約 1 ヶ月半続いた正祐の養
                                                   




 さらに、2 年後 1923（大 12）年 4 月にみすゞが母のもと、下関の上山文英堂書店に移り
住むと、母とお手伝いの他には女っ気のない上山文英堂と男ばかりの下関商業高校（同年 3

























                                                   
39 同上、166 頁を参照。 
40 同上、138-139 頁を参照。 
41 同上、163 頁を参照。 
42 同上、138-139 頁を参照。 
43 同上、214-215 頁を参照。 
44 同上、215 頁を参照。 





























                                                   








48 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、217 頁を参照。 





























はのんきにくらすが当世」だと揶揄するような文を書き送った。すると、1 月 25 日の朝、
                                                   
50 松蔵は、戸籍謄本のような、正祐が養子とわかるものは、一切手元におかなかった。し




祐が仙崎に行って、みすゞと堅助と三人で数日間を過ごした 1926（大 15）年 2 月 2 日のこ
とである（矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、209-211 及び 229-231 頁を参照）。 
51 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、219 頁。 








































































                                                   
53 同上、224-228 頁。 











































第 5 章 西條八十からの影響と金子みすゞの独自性――時
空間の展開 
第 1 節 はじめに 

























                                                   
1 西條八十「下関の一夜――亡き金子みすゞの追憶」『蠟人形』1931（昭 6）年 9 月号。『西
條八十全集第 17 巻』、419 頁より引用した。 
135 
































                                                   
2 西條八十「童謡の選後に」『童話』1923（大 12）年 9 月号、128 頁。 



































                                                   
4 西條八十「童謡の選後に」『童話』1924（大 13）年 2 月号、148 頁。 
5 西條八十「童謡の選後に」『童話』1924（大 13）年 3 月号、148 頁。 
137 
みすゞへの注目と高い評価は変わることはなかった。フランス留学（1924（大 13）年 4 月
-1926（大 15）年 3 月）からの帰国後、1926（大 15）年 6 月号にも八十は同様にみすゞに
ついて「「夜」の如き潑溂とした自在な想像力は、千篇一律な現在の童謡壇に於いてなほ珍
とするに足りる」6と述べている。 




























                                                   
6 西條八十「童謡の選後に」『童話』1926（大 15）年 6 月号、138 頁。 
7『西條八十全集第 17 巻』、418-419 頁より引用した。 































                                                   
9 畑中『童謡論の系譜』、56 頁。 
10 同上、66-67 頁。 
11 笹原常与「解説」『西條八十童謡全集』修道社、1971 年、397 頁。 
12 畑中『童謡論の系譜』、72-73 頁を参照。 














「お魚」「打ち出の小槌」 『童話』大 12.9 2  
「芝居小屋」 『婦人倶楽部』大 12.9  1 
「八百屋のお鳩」 『金の星』大 12.9  1 
「空のあちら」「にわとり」 『童話』大 12.10 2  
「瀬戸の雨」 『婦人倶楽部』大 12.11  1 
「砂の王国」「紋付き」「美しい町」 『童話』大 13.1 3  
「噴水の亀」「おとむらいの日」 『童話』大 13.2 2  
「手帳」 『婦人倶楽部』大 13.2  1 
「色紙」「大漁」「おはなし」 『童話』大 13.3 3  
「楽隊」「浮き島」「喧嘩のあと」 『童話』大 13.4 3  
「子供の時計」「つつじ」「硝子」「石ころ」「神輿」 『童話』大 13.5 5  
「花びらの波」「箱庭」 『童話』大 13.6 2  
「草山」「田舎の絵」 『童話』大 13.8 2  
「祭のあくる日」 『童話』大 13.9 1  
「田舎」 『赤い鳥』大 13.10  1 
「蚊帳」 『童話』大 13.10 1  
「きのふの山車」 『童話』大 13.12 1  
「入船出船」 『赤い鳥』大 14.1  1 
「仔牛」 『赤い鳥』大 14.2  1 
「土」 『童話』大 14.2 1  
「ひろいお空」 『童話』大 14.3 1  
                                                   
14 藤田『詩と童話の世界』、152-153 頁。 
140 
「独楽の実」 『童話』大 14.4 1  
「杉の木」 『童話』大 14.6 1  
「振子」 『童話』大 14.7 1  
「げんげの葉の唄」 『童話』大 14.8 1  
「ピンポン」 『童話』大 14.9 1  
「去年のけふ――大震記念に」 『童話』大 14.10 1  
「露」 『童話』大 15.4 1  
「もういいの」 『童話』大 15.5 1  
「夜」「ふうせん」 『童話』大 15.6 2  

















1923（大 12）年 9 月から 1924（大 13）年 6 月号まで、いわゆる八十時代の 10 ヶ月間
に『童話』誌上に掲載されたみすゞの作品は 22 編であった。これに対して、1924（大 13）






                                                   
15 金子みすゞ「通信欄」『童話』1924（大 13）年 6 月号、151 頁。 
141 






























                                                   





18 川端荘平「編輯室から」『童話』1924（大 13）年 8 月号、150 頁。 
142 
っては、最も恵まれぬ」19時期であったと言える。 
1926（大 15）年 3 月、八十が帰国し、みすゞは再び『童話』誌上を賑わした。ところが、
『童話』は突然 7 月号をもって廃刊となり、みすゞは、八十主宰の詩を中心とした文芸総
合誌『愛誦』（1926-1934）に投稿しはじめた。この雑誌には、「世界中の王様」（大正 15 年
12 月号）、「明るい方へ」（昭和元年 1 月号）、「月と泥棒」（昭和 2 年 2 月号）、「雲」「雛ま
つり」（昭和 2 年 4 月号）、「芝草」「人なし島」（昭和 2 年 7 月号）、「ぬかるみ」「金魚のお
墓」（昭和 2 年 12 月号）、「麦のくろんぼ」（昭和 3 年 2 月号）、「私の丘」（昭和 3 年 3 月号）、
「薔薇の根」（昭和 3 年 4 月号）、「七夕のころ」（昭和 3 年 11 月号）、「雀」（昭和 4 年 1 月






















                                                   
19 島田忠夫「薄倖の童謡詩人――金子みすゞ氏の作品（1）」『蠟人形』1937（昭 12）年 8
月号（西口「発掘の軌跡」『金子みすゞ』、148 頁より引用した）。 
20 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、274 頁を参照。 
21 西條「下関の一夜――亡き金子みすゞの追憶」『蠟人形』昭和 6 年 9 月号。『西條八十全
集第 17 巻』、419 頁より引用した。 











































































                                                   
23 西條『現代童謡講話』、24-26 頁を参照。 



























そして「睫毛の虹」（2 作品ともおそらく 1923-1924（大 12-13）年頃に作られた作品）で
ある。 
 







































――あたしはきつと、／  もらひ児よ―― 
まつげのはしの／うつくしい、／虹を見い見い／おもふこと。 










































































いううたであり25、「かなりあ」の発表から 1 年弱経って『赤い鳥』に掲載された。 
 































                                                   










































































                                                   





































第 5 節 『琅玗集
ろうかんしゅう
』に見るみすゞの八十への関心 















「きみが名」『令女界』1925（大 14）年 3 月号 
「お靴とお菓子」『子供之友』1925（大 14）年 3 月号 
「夢雲雀」『銀の笛』1925（大 14）年 4 月号 
「自分のもの」『子供之友』1925（大 14）年 5 月号 
「姫の一生」『少女倶楽部』1925（大 14）年 5 月号 
「故国の妹に」『令女界』1925（大 14）年 6 月号 
「丘の上」『主婦の友』1925（大 14）年 6 月号 
「蝶」『主婦之友』1925（大 14）年 6 月号 
「星ゆゑに」『令女界』1925（大 14）年 10 月号 
「喪失」「秘唱」「島がけ――紅海にて」「楽しき灯盞」『愛誦』1926（大 15）年 7 月号 
「時とともに智慧は来る」「酒の唄」（W・B・イェーツ／八十訳）『愛誦』1926（大 15）
年 7 月号 
「たはむれ」『愛誦』1926（大 15）年 9 月号 
「ひとりめざめて」『令女界』1926（大 15）年 10 月号 
「即興」『愛誦』1926（大 15）年 10 月号 
童謡作品が 2 編、一般文藝誌に発表された詩が 14 編と翻訳詩が 2 編で合わせて八十による
創作・翻訳作品 18 編が収録されている。以下にそれらの作品の傾向について考察する。 
154 
1. 『琅玗集』に収録されている八十の童謡作品に見る傾向 
『琅玗集』に収められた八十の 18 編のうち 2 編だけが児童文芸誌『子供之友』に発表さ
れたものであった。収録されている北原白秋の 29 編のうち、児童雑誌に発表されたものは
23 編（『赤い鳥』は 20 編・『コドモノクニ』は 3 編）にもなるが、これと、一般文芸誌に





































ある。八十の第一童謡集『鸚鵡と時計』に収められている童謡 59 編（1921（大 10）年 1
月号に載せた「坂」まで、『赤い鳥』発表の 34 編と、『金の船』、その他に発表された 25 編）
を見ても、どこにもこのような傾向の作品は見当たらない。 
2. 『琅玗集』に収録された八十の大人向けの詩作品に見る傾向 





（前 4 句略）恋ひしさまさる／朗らけき君が名よ／いとほしき君が名よ。 























































（第 4 連略） 
 
9.「秘唱」（『琅玗集・下』、150 頁に収録） 









（第 2-4 連略） 
 
11.「楽しき灯盞」（『琅玗集・下』、166-168 頁に収録） 









／やさしく敲きながら、（後 10 句略） 
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／ベッドに身を起こせば、／あたりには誰もゐず（後 2 句略） 




























































































第 6 章 北原白秋からの影響と金子みすゞの独自性――新
しい受容の体験と認識の多様化 












めた作品では、白秋の作品が 29 編と一番多い、次いで、八十の作品の 18 編である。掲載












                                                   
1 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、264 頁を参照。 
2 峠田彩香「金子みすゞの童謡――雑誌『赤い鳥』・北原白秋からの影響」『歴史文化社会



















第 2 節 「なぜ」「不思議」という主題とその展開手法 
1. 「赤い鳥小鳥」をめぐる白秋の童謡観 




                                                   
3 みすゞによって編まれた『琅玗集』は、詩集から収録されたものを除けば、1926 年 2 月
の結婚による収録作業の中断を含めて、1925（大 14）年 2 月-1926（大 15）年 10 月の間
に発行された童話童謡雑誌から選んだものであり、白秋の「赤い鳥小鳥」は、既に 1918 年
10 月に雑誌発表されていたので収録されていない。 
4 畑中『日本の童謡』、105 頁。 








































                                                                                                                                                     
年、421 頁より引用した）。 
7 北原白秋「童謡私鈔」『詩と音楽』、2 頁。 
163 
2. 白秋の童謡における「なぜ」の特徴的な用い方 






























                                                   
8 藤田『日本童謡史』、55 頁。 
9 同上、36 頁。 
10 佐藤『白秋の童謡』、71 頁。 
11 同上、73 頁。 
12 畑中『日本の童謡』、46 頁を参照。 




































                                                   
15 町田･浅野編『わらべうた』、116 頁。 
16 同上、116 頁。編者による解説。 
17「中の中の小坊さん」、尾原昭夫編『日本のわらべうた――屋外遊戯歌編』社会思想社、
1975 年、28 頁。 



































                                                                                                                                                     
伊澤修二編『小学唱歌』全 6 巻、大日本図書、1892-1893 年、納所弁次郎･田村虎蔵編『教
科統合少年唱歌』全 8 巻、1903-1905 年、について確認を行なった。 































                                                   
20 藤本恵｢金子みすゞ〈パロディ〉の力｣『お茶の水女子大学人文科学紀要』第 53 号、お茶
の水女子大学、2000 年、1-13 頁。 
21 小林和子｢金子みすゞ雑感 ―― ｢おはなしのうた｣について｣『茨女国文』第 14 号、茨城






















































「空の色」では、第 1･2 連の空の色に続けて、第 3 連でも、対象を「夕焼」に変えつつ、



















                                                   







第 1・3 連及び第 2・4 連はそれぞれほぼ同一の構成となっており、リズムの点ではこの
作品は一貫性を保っている。また内容的には、第 1・2 連によって「青い桑の葉」を食べた
蚕が白くなったという、自然の必然的な展開を提示している。 


























































「薔薇の根」（『愛誦』1928（昭 3）年 4 月号） 
                                                   
26 この作品も生前未発表で創作時期は不詳であるが、矢崎によれば 1926-1928（大 15-昭 3）
年頃である。 
27『白金之独楽』金尾文淵堂、1914 年。『白秋全集第 3 巻――詩集 3』岩波書店、1985 年、
285 頁より引用した。 




































































                                                   
30 平田松之助（茨城県結城郡石下尋常小学校六年）「不思議」の投稿作品は以下の二行から
成る作品である。「私は不思議でたまらない、／りんごが日向にころげてた。」（『赤い鳥』
1921（大 10）年 5 月号、51 頁）。 
31 白秋「通信欄」『赤い鳥』1921（大 10）年 5 月号、92 頁。 
173 
 ここでは、八十の「村の英雄」（『童話』1923（大 12）年 4 月号）「たそがれ」（『赤い鳥』
1919（大 8）年 9 月号）よりも先に発表された白秋の「金魚」（『赤い鳥』1919（大 8）年 6
月号）を取り上げて、類似するみすゞの作品「お魚」（『童話』1923（大 12）年 9 月号）「大




























































                                                   
32 西條「童謡私見」『大観』、156-157 頁。 
33 白秋は 1923 年 1 月号の『詩と音楽』で、「童謡私鈔」を発表し、その中で自作の 12 編
の童謡を掲げ、それぞれの童謡の後に「註」として解説を加えている。その「童謡私鈔」を、
1924（大 13）年 7 月に『白秋童謡集第 1 巻』（アルス）を出すにあたり、童謡を除いて組
立て直し、書き足して、「童謡私観」と改題の上、巻頭に載せた。なお、「金魚」に関する
白秋の反論は「童謡私鈔」の中に含まれていない（「童謡私観」『お話･日本の童謡』『白秋全
集第 16 巻』、421 頁より引用した）。 
34『白秋全集第 20 巻――詩文評論 6』岩波書店、1986 年、45-46 頁より引用した。 
35 畑中『童謡論の系譜』、101 頁。 


































                                                   
37 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、175 頁を参照。 






























                                                   
39 和田由起子「金子みすゞ研究――西条八十・北原白秋からの影響を中心にして（二）」『帝
京日本文化学会』第 18 号、2011 年、123-156 頁。 
40 同上、124 頁。 
41 同上、126 頁。 
42 同上、137 頁。 
43 同上、147 頁。 
44 金井明子｢視点の多様性から見る金子みすゞの表現｣『目白大学文学・言語学研究』第 2






 『童話』の 1923（大 12）年 9 月号に「お魚」が発表され、ちょうどその半年後の 1924






ョンの飛躍がある」と評価し、みすゞのこの 2 編を高く評価していた。 
みすゞの投稿作品の中で特にこの 2 編は八十だけではなく、当時の童謡界において極め
て大きな評価を得たことに注目したい。第 4 章において先述したように、1926（大 15）年






の 2 編によってみすゞは一流詩人への大きな足がかりを掴むこととなったのである。 
また、「大漁」は、『赤い鳥』創刊号から戦争終結に至る約 30 年間に発表された多数の童
謡のなかから、童謡詩人与田準一が優れた作品 300 編余りを選んで編んだ『日本童謡集』（岩



















































































                                                   

































































































第 7 章 童謡詩人金子みすゞの歩みと作品の特徴 






















第 2 節 童謡詩人としての歩み――三冊の遺稿集に沿って 
本節では、みすゞの三冊の遺稿集のタイトル『美しい町』『空のかあさま』『さみしい王女』



















下関駅は、1901（明 34）年 5 月 24 日に馬関駅として開業し、翌年下関駅と名称を改め
た。駅の裏には、関釜連絡船（下関―釜山）と関門連絡船（下関―門司）の改札口があった。
1905（明 38）年、日韓条約の締結以降、日本の大陸進出に伴って乗客数が増大し、1909
（明 42）年には年間 12 万人を記録、第一次大戦後には乗客はさらに増大し、1926（大 15）











































どうぞよろしく。（大分県、原つねを）」（151 頁）といった手紙が掲載される。次いで 6 月
号には、「金子みすゞ様のが相変らず出て居るので嬉しく思ひました。四月の主婦之友にも
金子様の雀が出てゐました。（神田、川上松二郎）」（150 頁）という手紙が載る。既に金子
                                                   








――窓はいつだか、すねたとき、／  指でわたしがあけた窓。 
ひとり日永にながめてりや、／そこからみえる青空が、／ちらりと影になりました。 
4 金子みすゞ「通信欄」『童話』1923（大 12）年 11 月号、98-99 頁。 
















金子みすゞ君 八十一点／ 島田忠夫君 七十五点／佐藤よしみ君 三十二点／片平庸
人君 二十九点／大島三重君 二十三点／原つねを君 二十二点／渡辺増三 十七点
／鹿山映二郎君 十四点／北井慎爾君 十一点／戸塚博司君 十点（十点以下は略し
た）（大阪市、吉村みつを）6 
 
集計期間の号を確認すると、みすゞの作品としては「推薦」が 9 編、「佳作」が 18 編あり、
吉村の計算法では確かに 81 点となる。みすゞは第一席を占めており、投稿詩人の頂点に位
置する存在であったとも言えるのである。この評価において、みすゞと他の投稿詩人たちと












                                                   
6「編集輯より」『童話』1925（大 14）年 1 月号、141 頁。 
187 
実生活も充実していた。みすゞが下関に移住した 1923（大 12）年、弟の正祐は上京した




























                                                   
7 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、187-195 頁を参照。 
8 上宇都ゆりほ「金子みすゞと浄瑠璃――孤児の表現」、詩と詩論研究会編『金子みすゞ―
―女性たちのシンパシー』勉誠出版、2013 年、61-77 頁を参照。 
9 高遠『詩論 金子みすゞ』、49 頁を参照。 
10 小林和子「みすゞにみる母子家庭の母と娘」、詩と詩論研究会編『金子みすゞ――母の





































                                                   
11 同上、53-54 頁。 









































































































表記の「寂しく」が 1 回、「淋しい」が 1 回ある他、「さみしい」が 42 編に計 53 回、「さび
しい」が 25 編に計 35 回も使われている。特に、「さみしい」は全体の半数近くにあたる、
19 編の 23 回が第三童謡集『さみしい王女』での使用であることに注目したい。これはみすゞ
の孤独感が結婚後に増したことを明らかに示している。 
                                                   
13 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、278-288 頁を参照。 
192 
 「王女」についてはどうであろうか。この語は第一・二童謡集の 1 編づつ、第三童謡集
































                                                   
14 藤田和美「今、ここからの脱出――〈おひめさま〉と〈王子様〉の物語」、詩と詩論研究












































































                                                   



























第 3 節 「見えない」というテーマ 
 本章の「はじめに」で述べたように、みすゞ作品の独自性を語る上で、「見えない」とい


















                                                   


















を多く書き残した。代表作は、『ゴブリン・マーケット』Goblin Market and Other Poems
























一、「いと低きところ」（20 章、宗教詩、105-106 頁） 
二、「無題（かれらより）」（20 章、宗教詩、108-109 頁） 
三、「無題（うつし世の）」（3 章、歌ごころ“Verses”、16-17 頁） 
                                                                                                                                                     
もそろつて歌つてる。 
18 藻風の著書『クリスティイナ・ロウゼッティ』は雑誌『英語青年』に 1 年半（1922（大


















四、「五月」（11 章、初期の詩の特徴、55-56 頁） 
五、「無題（茸は）」（23 章、童謡、128 頁） 


























                                                   
20 髙橋「クリスティーナ･ロセッティと大正期の童謡運動」、142 頁。 
21 髙橋美帆「女性詩人の葛藤―クリスティーナ･ロセッティと金子みすゞ」『ヴィクトリア
朝文化研究』第 4 巻、日本ヴィクトリア朝文化研究学会、2006 年、62 頁。 
22 髙橋「クリスティーナ･ロセッティと大正期の童謡運動」、141 頁を参照。 
23 小澤次郎「金子みすゞ『琅玗集』におけるクリスティーナ･ロセッティ―“The Lowest 
Place”と竹友藻風訳「いと低きところ」」『北海道医療大学人間基礎科学論集』第 38 号、北
海道医療大学人間基礎科学、2012 年、B2 頁を参照。 
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24 原詩は以下（タイトルなし）。（Sing-Song: a Nursery Rhyme Book（1872）） 
Who has seen the wind? 
  Neither I nor you: 
But When the leaves hang trembling 
  The wind is passing thro'. 
 
Who has seen the wind? 
  Neither you nor I: 
But when the trees bow down their heads 
  The wind is passing by. 
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25 不可視なものの存在に注目した童謡作品は、みすゞの作品以外では、『赤い鳥』･『金の

















 「田舎の絵」（『童話』1924（大 13）年 8 月号、105-106 頁） 
私は田舎の絵を見ます、／さびしい時は絵のなかの／白い小みちをまゐります。 
向うに見えるは水車小舎／見えないけれどあの中にや／やさしい番人のお爺さん。／小















































た八十の「かあさん と わたし」（『良友』1924（大 13）年 5 月号）がある。なお、みすゞ
の「蜂と神さま」は生前未発表の作品であるが、第二童謡集に収められていることから、創
作時期はおそらく 1924（大 13）年から 1925（大 14）年にかけてである。つまり、白秋の
翻訳童謡と八十の創作童謡の後に書かれた可能性が高い。以下にその 2 編を提示する。 
 
「胡桃」（マザーグース・白秋訳、『赤い鳥』1920（大 9）年 1 月号、62-63 頁） 
                                                   
26 詩と詩論研究会編『金子みすゞ――み仏への祈り』、95 頁を参照。 







「かあさん と わたし」（八十、『良友』1924（大 13）年 5 月号） 
はな の 中 には／はち が ゐる。 
川 の 中 には／うを が ゐる。 
もり の 中 には／とり が ゐる。 
うち の おへやには／かあさん が、 
そして かあさん の／おひざ には 



















                                                   
28『西條八十全集第 6 巻』国書刊行会、1992 年、105 頁より引用した。 
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本研究の第 5 章でも触れたように、みすゞの没後の 1931（昭 6）年 9 月号の『蠟人形』
に、八十は「下関の一夜――亡き金子みすゞの追憶」と題した文章で、みすゞの存在を振り















1937（昭 12）年に日中戦争、次いで 1941（昭 16）年に太平洋戦争が勃発し、童謡運動
は衰退していった。このような中で、多角的な視点を持ち、命の尊さや人間の残虐さを人々
に考えさせるようなみすゞ作品の出版が難しかったことは想像に難くない。 
                                                   
29 西條「下関の一夜――亡き金子みすゞの追憶」によるみすゞとみすゞの作品の紹介につ
いては本研究の 137 頁に触れた。「下関の一夜――亡き金子みすゞの追憶」は、『西條八十
全集第 17 巻』、418-421 頁に収録されている。 
30 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、55 頁を参照。 

































                                                   
33 矢崎『童謡詩人金子みすゞの生涯』、11 頁を参照。 














2 編、16 曲 
3 編、42 曲 














第 1 巻、29 曲 
第 2 巻、29 曲 
第 3 巻、27 曲 
第 4 巻、30 曲 
第 5 巻、29 曲 
第 6 巻、25 曲 








第 1 巻、17 曲 
第 2 巻、44 曲 
第 3 巻、24 曲 
第 4 巻、25 曲 
第 5 巻、24 曲 




明 26.9、博文館（東京） 6 曲 














第 1 巻、35 曲 
第 2 巻、35 曲 
第 3 巻、32 曲 
第 4 巻、31 曲 
第 5 巻、30 曲 
第 6 巻、30 曲 
第 7 巻、27 曲 
第 8 巻、26 曲 
第 9 巻、29 曲 
『教科適用幼年唱歌』初編 納所弁次郎・田 明 33、十字屋 上・中・下巻、各 8 曲 




















第 1 巻、6 曲 
第 2 巻、6 曲 









第 1 巻、35 曲 
第 2 巻、22 曲 
『中学唱歌』 東京音楽学校編 明 34.3、東京音楽学校編 38 曲 
『小学読本唱歌』 目賀田万世吉著 明 34.6、音楽書院 17 曲 
『幼稚園唱歌』 滝廉太郎編 明 34.7、共益商社 20 曲 
『新撰国民唱歌』 小山作之助編 明 34.7、開成館版 第 1-5 巻、各 6 曲 
『唱歌教科書』 共益商社書店編 明 35、共益商社書店編・東京 
第 1 巻、20 曲 
第 2 巻、19 曲 
第 3 巻、20 曲 

























第 1 巻、10 曲 
第 2 巻、10 曲 
第 3 巻、10 曲 
第 4 巻、10 曲 
第 5 巻、10 曲 
第 6 巻、10 曲 
第 7 巻、10 曲 


















各巻 15-17 曲 
『中等教育唱歌集』 山田源一郎編 明 40.8、共益商社 31 曲 
『中等音楽教科書』 北村季晴編 明 41.4、共益商社 
第 1 巻、20 曲 
第 2 巻、30 曲 
第 3 巻、34 曲 
第 4 巻、23 曲 




明 42.11、水野書店 25 曲 
『中学唱歌』 田村虎蔵編 明 43.4、東京音樂書院 第 1-3 巻、各 25 曲 






第 1 巻、24 曲 
第 2 巻、24 曲 
第 3 巻、29 曲 
第 4 巻、29 曲 







第 2 学年、20 曲 
第 3 学年、20 曲 
第 4 学年、20 曲 
第 5 学年、21 曲 












第 1 巻、7 曲 
第 2 巻、7 曲 
第 3 巻、7 曲 
第 4 巻、5 曲 
第 5 巻、5 曲 
第 6 巻、7 曲 
第 7 巻、8 曲 
第 8 巻、7 曲 
第 9 巻、6 曲 












大 7.5-昭 4.11 
目黒書店・菊判貳拾銭 
第 1-6 巻、各 10 曲 
第 7-12 巻、各 10 曲 
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【表 2】金子みすゞ年譜36 
                                                   
36 この表は、矢崎節夫『童謡詩人金子みすゞの生涯』JULA 出版局、1993 年、特に 348-350 
頁を参照して作ったものである。 
[みすゞの年齢]／年月日 出来事 




[2 歳]／1905(明 38). 2.23 弟、正祐生まれる。父庄之助、母ミチの妹フジの嫁ぎ先である上山文葵堂
書店の清国営口支店の支店長として清国に渡る。 
[3 歳]／1906(明 39).2.10 父、庄之助、清国営口にて死去。金子家は仙崎にて金子文英堂書店を営む。 
[4 歳]／1907(明 40).1.19 弟正祐、下関の上山文英堂書店店主上山松蔵・フジ夫妻と養子縁組。 
[7 歳]／1910(明 43).4.1 テル、南祇園に新築された瀬戸崎尋常小学校に入学。 
[13 歳]／1916(大 5).4.11 郡立大津高等女学校入学。5 月、校友誌『ミサヲ』第 3 号に「ゆき」発表。 
[14 歳]／1917(大 6).5.― 『ミサヲ』第 4 号に「我が家の庭」発表。 
[15 歳]／1918(大 7).5.― 『ミサヲ』第 5 号に「さみだれ」発表。 
7.― 童話童謡雑誌『赤い鳥』創刊。 
11.8 叔母上山フジ、金子家で死去。 
[16 歳]／1919(大 8). 5.― 『ミサヲ』第 6 号に「社会見学の記」発表。 
8.26 母ミチ、上山松蔵と再婚。金子家は祖母ウメ、兄堅助、テルの 3 人となる。 
[17 歳]／1920(大 9). 3.24 郡立大津高等女学校卒業式。テル答辞読む。 
[18 歳]／1921(大 10). 8.― 上山松蔵倒れる。テル、九州大学付属病院に約一ヶ月半付き添う。 
9.11 正祐、作曲を始める。テル、北原白秋の詩「片恋」の作曲を頼む。 
[19 歳]／1922(大 11).11.3 兄堅助、テルの瀬戸崎吾常小学校時代の同級生、大島チウサと結婚。 









西條八十に認められる。以後、1929（昭 4）までに投稿により 90 編を発表
する。 














4.― 4 月号の『童話』に「露」特別募集第一席となる。 
7.― 7 月号を以て『童話』廃刊。 
重謡詩人会編『日本童謡集』に「お魚」と「大漁」掲載。 
11.14 長女ふさえ生まれる。下関市上新地町 2379 に移る。 
[24 歳]／1927(昭 2). 夏 下関駅で西條八十に会う。八十編『日本童謡集・上級用』に「お魚」が載
る。 
8.12 祖母ウメ死去。この後テル発病。 




[26 歳]／1929(昭 4). 春 下関市上新地町 119 に移る。この年の夏から秋にかけて、三冊の遺稿集清
書（一組は西條八十に、もう一組は正祐に託す）。 
夏 4 回目の引っ越し、下関市上新町 2449。この後病の床に伏している。 
9.26 9 月 26 日付の葉書に「朝雑巾がけをすこししたら、また五日やすみました」
とある。 
秋 遺稿集の清書終わる。 
10.― 10 月より、娘ふさえの言葉を採集する『南京玉』を書き始める。 




3.10  上山文英堂店内で死去。享年満 26 歳。 
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Ⅱ．金子みすゞ編『琅玕集』に収録されている詩の一覧 
1．金子みすゞ編『童謡・古曲――琅玗集・上』JULA 出版局、2005 年の収録作品 
クリスティナ・ロセッティ女詩抄 
2 月（大正 14 年） 
 「きみが名」  西條八十（『令女界』） 
 「しぐれを聴く」  莊原照子（『婦人之友』） 
 「秋のうた」  兒玉光子（『婦人之友』） 
 「只一瞬のことでした」  小家素子（『婦人之友』） 
3 月 
 「人魚の囁き」  橋爪健（『令女界』） 
 「冬の思ひ出」  深山雪子（『令女界』） 
 「我が想ひ」  なゝこ（『令女界』） 
 「紅雀」  加藤まさを（『少女書報』） 
 「春の窓」  横山青娥（『少女書報』） 
 「お靴とお菓子」  西條八十（『子供之友』） 
 「つむぎぐるま」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「お友だち」  設樂はる（『赤い鳥』） 
 「梨のたんぼ」  山口喜市（『赤い鳥』） 
 「酒倉」  柳曠（『赤い鳥』） 
 「トンネル」  梶茂芳（『赤い鳥』） 
 「蕗の薹」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「春」  若木瞠男（『婦人倶楽部』） 
 「ものを思へば」  田中豐（『婦人倶楽部』） 
 「遠き陽」  峯岸武（『夫人書報』） 
 「旅」  清水春枝（『婦人之友』） 
4 月 
 「まちぶせ」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「冬の日」  岡田泰三（『赤い鳥』） 
 「てふてふ」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「月の雫」  優多香（『婦人倶楽部』） 
 「青き実」  黑崎渚（『婦人倶楽部』） 
 「杉の花」  北原白秋（『女性』） 
 「丘の上」  鹿山映二郎（『三日月さん』） 
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 「はまぼう」  佐藤義美（『三日月さん』） 
 「春の夕べに」  川路柳虹（『令女界』） 
 「夢雲雀」  西條八十（『銀の笛』） 
5 月 
 「自分のもの」  西條八十（『子供之友』） 
 「いたち」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「夕方」  佐藤武子（『赤い鳥』） 
 「夕暮」  金子てい子（『赤い鳥』） 
 「蜜柑の頃」  柳曠（『赤い鳥』） 
 「十五夜」  村形萍花（『赤い鳥』） 
 「夜あけ」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「思ひ出」  優紦（『少女書報』） 
 「言ふまいと」  きみ（『少女書報』） 
 「姫の一生」  西條八十（『少女倶楽部』） 
『近代名家抒情詩集』より 
 「山にのぼりて」  宵島俊吉 
 「小景異情（その二）」  室生犀星 
 「寂しき春」  室生犀星 
 「水の精の歌――「青い鳥の歌」」  三木露風 
 「緑色の笛」  萩原朔太郎 
6 月 
 「にて候」  伊吹ミホ子（『コドモノクニ』） 
 「びつくり鶏」  北原白秋（『コドモニクニ』） 
 「かもめ」  野口雨情（『コドモノクニ』） 
 「千羽鳥」  海達公子（『コドモノクニ』） 
 「鳩ポツポの時計」  有松達也（『コドモノクニ』） 
 「あしびの花」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「かへり」  柳曠（『赤い鳥』） 
 「鴉」  戸塚比呂志（『赤い鳥』） 
 「山の上で」  柳曠（『赤い鳥』） 
 「夜中」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「故国の妹に」  西條八十（『令女界』） 
 「柳」  ゆめ・たけひさ（『令女界』） 
 「といき」  秋世津子（『令女界』） 
 「風船」  鷺草（『令女界』） 
 「青い散歩」  しもだ・これなを（『少女書報』） 
218 
 「睫」  加藤まさを（『少女書報』） 
 「藻の花」  崎山晋作（『雄辯』） 
 「藻の花」  ST 生（『雄辯』） 
 「雉子の雌鳥」  野口雨情（『雄辯』） 
 「斷章」  日向ふみ子（『婦人之友』） 
 「二日月／朝霧」  のぶ子（『婦人之友』） 
 「丘の上」  西條八十（『主婦の友』） 
 「蝶」  西條八十（『主婦之友』） 
7 月 
 「青梅」  北原白秋（『コドモノクニ』） 
 「鳥小舎の雨」  サトウ・ハチラウ（『コドモノクニ』） 
 「酸模の咲くころ」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「ミノムシ」  キタハラハクシュウ（『赤い鳥』） 
 「アゲハテフ」  キタハラハクシュウ（『赤い鳥』） 
 「一スンパフシ」  キタハラハクシュウ（『赤い鳥』） 
 「山焼き」  土生米作（『赤い鳥』） 
 「わらび」  土生米作（『赤い鳥』） 
 「雲雀」  海達貴文（『赤い鳥』） 
 「黄梅」  伊藤とし子（『赤い鳥』） 
 「おひる」  吉田しつか（『赤い鳥』） 
 「伊豆の奥」  室生犀星（『婦人世界』） 
 「お才」  横瀨夜雨（『婦人倶楽部』） 
 「小さき物語」  藤原香夢（『婦人倶楽部』） 
 「蝦夷に住みて」  草香露子（『婦人倶楽部』） 
 「折り鶴」  幼茂（『婦人の国』） 
 「けむり」  田井美春（『婦人の国』） 
 「とんぼ」  佐藤靜子（『婦人の国』） 
 「夜」  永見治子（『婦人書報』） 
 「気候」  堀口大学（『ラ・スムーズ』） 
 「人魚」  堀口大学（『ラ・スムーズ』） 
 「鴉」  堀口大学（『ラ・スムーズ』） 
















 「あの紫は」  泉鏡花 
 「時計」  川路柳虹 
 「水晶の舟」  柳澤健 
 「鳥三題」  小川未明 
8 月（大正 14 年） 
 「のびつくら」  海達公子（『コドモノクニ』） 
 「ゆれているばら」  海達公子（『コドモノクニ』） 
 「オルスバン」  保持明（『コドモノクニ』） 
 「ねむの木」  野口雨情（『コドモノクニ』） 
 「海草」  河井醉茗（『子供之友』） 
 「砂」  大藤治郎（『子供之友』） 
 「野菜」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「ミヅノミ」  キタハラハクシュウ（『赤い鳥』） 
 「タノミヅ」  キタハラハクシュウ（『赤い鳥』） 
 「暖い日」  柳曠（『赤い鳥』） 
 「れんげ」  中山たけ（『赤い鳥』） 
 「れんげ」  矢田季吉（『赤い鳥』） 
 「びはの花」  增田徳（『赤い鳥』） 
 「ぼけの花」  根本えつ子（『赤い鳥』） 
 「暮れがたの海べに立ちて」  川路柳虹（『令女界』） 
 「素足」  露の歌（『令女界』） 
 「夜の噴水」  間司つねみ（『少女の花』） 
 「もや」  藤並ふみや（『婦人倶楽部』） 
 「別れ」  勿忘草（『婦人倶楽部』） 
 「山と海」  北原白秋（『婦人倶楽部』） 
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10 月 
 「水口」  巽聖歌（『赤い鳥』） 
 「眼白の声」  佐藤義美（『赤い鳥』） 
 「沼小景」  柳曠（『赤い鳥』） 
 「空」  丸茂さつき（『赤い鳥』） 
 「草取り」  向井文雄（『赤い鳥』） 
 「たんぽぽ」  右田まつき（『幼年の友』） 
 「ばら」  海達公子（『幼年の友』） 
 「蔓草」  水谷まさる（『少女書報』） 
 「お手玉」  竹内悌（『婦人書報』） 
 「青き小曲」  くさじ（『婦人書報』） 
 「蜩」  峰岸武（『婦人書報』） 
 「夏のゆく日」  淺田くさじ（『婦人の国』） 
 「星ゆえに」  西條八十（『令女界』） 
 「徴風よ」  渡邊けい（『婦人之友』） 
 「タバコノハナ」  キタハラハクシウ（『コドモノクニ』） 
 「ピアノ」  市田悅子（『コドモノクニ』） 
 「おいでおいでしてる」  岡山鞠子（『コドモノクニ』） 
 「大鷹のはくせい」  加賀山みえ子（『コドモノクニ』） 
11 月 
 「童貞」  北原白秋（『令女界』） 
 「虹」  榊原圭子（『少女世界』） 
 「風」  ゆめ・たけひさ（『少女世界』） 
 「泪の吸取紙」  碧孤愁（『若草』） 
 「云へないこと」  三枝小枝（『少女書報』） 
 「砂いぢり」  千田利小（『少女書報』） 
 「お日さん」  下川ミサオ（『金の星』） 
 「もどり馬」  鳥本夫二（『金の星』） 
 「イワンのお家」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「落葉」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「蜻蛉よ」  佐藤綠夫（『赤い鳥』） 
 「おたより」  巽聖歌（『赤い鳥』） 
 「曇たつ晩」  多胡羊齒（『赤い鳥』） 
 「新任地」  伊吹みほ子（『コドモノクニ』） 
 「オサンポ」  伊吹るり子（『コドモノクニ』） 
7 月（大正 15 年） 
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 「喪失」  西條八十（『愛誦』） 
 「鐘の音」  アリス・メイネル／清水暉吉訳（『愛誦』） 
 「海――七篇」  下田惟直（『愛誦』） 
 「秘唱」  西條八十（『愛誦』） 
 「休み日」  田井美春（『赤い鳥』） 
 「ほうぜよ」  与田準一（『赤い鳥』） 
 「山路」  福井研介（『赤い鳥』） 
 「この道」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「生活」  斎木夏（『令女界』） 
 「春の散歩」  木下勇（『若草』） 
 「島がけ――紅海にて」  西條八十（『愛誦』） 
 「時とともに智慧は来る」  W・B・イェーツ／西條八十訳（『愛誦』） 
 「酒の唄」  W・B・イェーツ／西條八十訳（『愛誦』） 
 「楽しき灯盞」  西條八十（『愛誦』） 
9 月 
 「砂の上の町」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「月と水」  原勝利（『赤い鳥』） 
 「川の向うの道」  阿部和子（『赤い鳥』） 
 「ある日」  原勝利（『赤い鳥』） 
 「たはむれ」  西條八十（『愛誦』） 
 「古謡」  クレマン・マアロ／堀口大学訳（『愛誦』） 
10 月 
 「坊やのお国」  北原白秋（『赤い鳥』） 
 「コスモスの芽」  小林文子（『令女界』） 
 「涙二篇」  三笠露子（『令女界』） 
 「ひとりめざめて」  西條八十（『令女界』） 
 「夢」  ねむりぐさ（『令女界』） 
 「秋」  くろ・さうび（『愛誦』） 
 「みつばちとさうび」  くろ・さうび（『愛誦』） 
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